
主題：―ガリラヤ伝道の備えをなさった主イエス―              2021/４/21 

目標：―全能の神の御計画により、主イエス･キリストの全ての御業が成されていることを信じるー   キリスト伝 
                                                         Ⅰガリラヤ伝道① 

       ｢ガリラヤ伝道の準備｣     ヨハネ４:46～54 p184 
ルカ4:16～30,5:1～11 p115 

 

   主イエスの最大の使命は、罪により滅びに向かう人間に、十字架によって神からの救いの

道を開き、その救いの保証として、三日目によみがえられることである。 

 しかし十字架の業が成されるまでの間は、ご自分がキリスト(救い主)であることを奇跡を通

して現し、救いは、行いではなく信仰により、神により与えられることを教えられた。 

また主イエスは、信じて従う弟子を選び、育て、彼らにこの福音を託されたのである。 

 地上の短い生涯の多くをガリラヤで過ごされた主イエスは、人間としての不自由さ、悲しさ、

苦しみを生きながら、直接、天から遣わされた者として、全能の神が人の心の中を見ておられ

ること。悔いた砕けた心を喜ばれること。また、神が支配される神の国･天国はどのような国な

のか。救い主を信じて神の国の民となった者の生き方についても、教えて下さったのである。 

 しかしそのためには、じっくり腰を落ち着けて教えられる場所、人々の心が開かれている処、

敵対する者の少ない､静かな時が必要であった。その場所に選ばれたのが、ガリラヤである。 

主イエスは、その地域で一番大きい町のカペナウムを本拠地に定められたのである。 

 さて、ガリラヤに帰られた主イエスはカナに滞在された。そこにヘロデ王に仕える王室の役

人が、息子の癒しのために尋ねて来た。主イエスは彼の息子を癒やされたが、この後、カペナ

ウムでの働きがスムーズに行くようになったことは言うまでも無い。主イエスの働きの背後に、

全てを計画し、あらかじめ備えておられる全能の神の存在がある。 

 三位一体の神である主イエスの働きには、目に見えないが父なる神、聖霊なる神が常に共に

働いておられたのである。そして実は今、私たちにも同じ神の臨在がある事を信じている。 
 

[聖書の学び]            ガリラヤはヘロデ王が支配し、カペナウムは居住する町で、 

ヘロデ王は十字架の直前ここからエルサレムに来ていた。 
                                             

Ⅰ、王室の役人の開かれた心   （ヨハネ4:46～54）   

１、ユダヤ地域に９ヶ月ほど滞在された主イエスは、ガリラヤ地域に戻って来られました。 

   最初に泊まられたカナは、かつて、何がありましたか。人々の心はどうでしたか。 
（ヨハネ4:46） 

 

２、ヘロデ王の王室役人の息子は死にかかっているような瀕死の状態でした。 

 ①主イエスは王室の役人の心を見られ、どのように思われたのでしょうか。（ヨハネ4:48） 

 

 ②息子のために主イエスの下に来た王室の役人はこの時、何を握って帰ったのでしょうか。 
 （ヨハネ4:50） 

 
 

 ③この王室の役人は、息子は誰によって治ったと、どうして分かったのでしょうか。 
（ヨハネ4:51～53） 

 



Ⅱ、故郷ナザレの人々の閉ざされた心   （ルカ4:16～30 p115） 

１、懐かしい故郷ナザレで、安息日に、神が主イエスに用意された書には何が書かれてい 

  たのでしょうか。（ルカ4:18、イザヤ61:1～7 旧ｐ1271） 

 
 ①「主の霊がわたしの上にある」…聖霊が鳩のように降られたのは、誰の上だったでしょうか。（ルカ3:22） 

 

 ②「わたしを遣わされた」…洗礼の後、天からの御声により遣わされたのは、どなただったでしょうか。 

 

 ③ イザヤは人々をサタンから解放することを預言しています。主イエスは何によって、 

  私たちを解放して下さったのでしょうか。 
 
 
２、主イエスはイザヤの預言が、誰において成就したと、言われたのでしょうか。 

（ルカ4:21） 
  

３、ナザレの人々の心にあった思いは、どんなことだったのでしょうか。（ルカ4:22） 
 

 

４、主イエスはツゕレフゔテの女やナゕマン大将の名前をあげて、何が大切だと言われた 

  のでしょうか。（ルカ4:25～28） 

 

 
       

Ⅲ、心砕かれ、主に従った弟子たち  （ルカ5:1～11） 

１、主イエスの弟子となっていた数人の青年たちは、その頃までは、自分の好きな時だけ 

  付いて行く弟子でした。彼らがフルタイムの弟子になった様子を見ましょう。 

 ①徹夜の漁でも、一匹も獲れなかったシモン(ペテロ)に、主イエスは何と言われましたか。 

（ルカ5:4） 
 
 ②シモン(ペテロ)はどうしましたか。その時、何が起きましたか。 
 
 
 ③シモン(ペテロ)は主イエスに何と言ったのでしょうか。 
 
 
 

２、悔い改めたシモン(ペテロ)たちに、主イエスは何と御声をかけられましたか（ルカ5:10） 

 
 

                

* ディスカッション （心を開いて話し合ってみましょう） 

Q．今日学んだことについて、思うこと、教えられたことを、分かち合いましょう。 


